
国際ロータリー第２５３０地区 県北第一分区 

国際ロータリー会長 マーク・ダニエル・マローニー 

           Mark    Daniel    Maloney 

国際ロータリー第 2530 地区ガバナー 芳賀 裕 

 
福島南ロータリークラブ 会長 鈴木 光一  幹事 菅野 良二 

目標「奉仕の心で人との繋がりを大切にしよう」 

会員／76 名 出席／42 名  出席率／55.26% 

メークアップ／34 名  修正／76 名 修正後率／100% 

第 20 回例会 

2019.11.27 

福島南ロータリークラブ会報 
 

 

 

 

移動例会＠風の谷 

 

 

会長挨拶  鈴木 光一 会長 

昨日は夕方より、ユアライフの鈴木洋子会員の会社の地域交流室をお借りして、米山記念奨

学生の邸晶晶さんに、「日本の家庭料理を味わっていただこう」という事で夕食会を計画いただ

きました。料理もとても美味しく楽しい一時を過ごすことができました、邸さんも、参加され

た皆様に感謝の気持ちでいっぱいですと話されていたのが印象に残りました。 

今週３０日の土曜日は、郡山中央公民館にて米山学友会の発表会がありますので参加してま

いります。同じ日に福島県青少年会館にて福島リトルリーグの卒団式があります、お祝い金と

は別に大声杯の中止にともなう贈呈品として公式球５ダースを贈る事と致しましたので報告い

たします。ロータリーの行事が重なっておりますので菅野幹事に卒団式へ出席して頂く事と致しました。 

日に日に寒さも増してきており､今年もインフルエンザの流行の兆しがマスコミ等で報じられておりますので、会員

の皆様には季節柄お体にはご自愛下さいますようお願いを申し上げ本日の挨拶と致します。 

米山記念奨学会委員会 活動報告  宍戸 隆司 委員長 

昨日(11/26)、18 時よりカウンセラー鈴木洋子会員のユアライフ地域交流室にて「日本料理で、奨学生 邸 晶晶さん

本日は髙橋実会員のお店「風の谷」で移動例会を行いました。福島市南部の通称

「伏拝の坂」を上り切ったところにある、高台の見晴らしの良いお店です。 

事務局：〒960-8151 福島県福島市太平寺字過吹 6-2 ｻﾞ･ﾒｲﾌｧｲﾌﾞ 1F2 号室 TEL:024-546-3793 FAX:024-545-7878 

HP：http://www.inaka.ne.jp/f-southrotary  MAIL：f-southrotary2530@inaka.ne.jp 

例会場：クーラクーリアンテ (旧ｻﾝﾊﾟﾚｽ福島) 〒960-8101 福島県福島市上町 4-30 TEL:024-523-3811(代) FAX:024-523-0375 

━ 例 会 予 定  ━ 

・12 月 11 日(水)クラブ年次総会<次年度役員理事発表･挨拶> 

・12 月 18 日(水)家族クリスマス夜間例会 

・令和 2 年 1 月 8 日(水)誕生祝い・米山奨学金授与 

■クラブ関連行事 

・12 月 11 日(水)福島成蹊高校ＩＡＣ例会 

・令和 2 年 1 月 6 日(月)クラブ新年会<おりおり> 

■地区・その他行事 

・12 月 15 日(日)米山記念奨学生選考会 

・令和 2 年 1 月 6 日(月)新年合同例会<ザ・セレクトン福島> 

12 月 4 日(水)の例会プログラム 

1.開会点鐘   2.国歌斉唱 

3.ロータリーソング 4.四つのテスト 

5.来訪者紹介と会長挨拶 

6.誕生祝い 7.ロータリーの友読みどころ 

8.お食事をどうぞ/スマイリング BOX 報告/ 

 クリスマス家族忘年会について/幹事報告 

9.クラブフォーラム 

10.各委員会報告  11.閉会点鐘 

を囲む会」を実施いたしました。食事をしながらの懇親の場は、和気あいあいとして奨学生と親しくお話が出来て素

晴らしい活動になったと思います。邸晶晶さんはお肉が大好きで、納豆は苦手だそうです。今後は、第 3弾として「ロ

ータリアンの家にお招き頂き家族の方と交流する企画」を実施する予定です。どうぞよろしくお願いします。 

補助金管理セミナー参加報告  鈴木 洋子 ロータリー財団委員会委員長 

2019 年 11 月 10 日(日)、郡山ユラックス熱海に於いて、ロータリー財団委員会「補助金

管理セミナー」が開催されました。補助金管理セミナーに参加し学んだことは、 

1.年次寄付「0クラブ」をなくすこと 

2.地区補助金の申請には、「補助金セミナーへの出席」と「覚書の提出」が必須 

3.「地区補助金報告書」の提出期限を守る 

4.「地区提唱の奨学金(2530 地区奨学金)」と「グローバル補助金による奨学金(ロータリ

ー奨学金)と「平和フェローシップ」による奨学金について。 

です。今まで、ロータリー財団委員会とはロータリアンから浄財を頂戴し財団のために奉仕の気持ちを現すことと

考えていました。しかし、セミナーを受講し、寄付金を集めることよりも集まった寄付金をどのように生かすかを検

討する委員会であることを知り、多くのロータリアンの好意をどのように生かすかそれが委員会メンバーの使命と思

いました。貴重な体験をさせて頂きましたことに感謝申し上げます。 

新世代会議報告  安斎 常克 青少年奉仕委員会委員長 

11 月 23 日(土)13 時より、福島成蹊高校 大演習室で開催されました、新世代会議の報

告を致します。参加頂いた方々は、南クラブからは鈴木会長以下 17 名、第 2530 地区か

らは県北第一分区ガバナー補佐 遊佐金一様、他 4 名、県北第一分区クラブからは 14 名、

新世代からはインター/ローターアクト、社会人等 28 名、全体で 70 名の出席でした。 

ホストクラブであります鈴木光一会長の挨拶の一部を報告いたします。「新世代奉仕の

活動は、基本が『人を育てる』こととしています。一に『新世代のための会議の開催』、

二に『青少年プログラム活動の実施』。本日は、一の『新世代のための会議の開催』です。」 

第一部は公益財団法人福島県国際交流協会 日下部喜美子様を講師に、「世界がもし 100 人の村だったら」と題して、

ロータリアンと新世代の 50 名<100 名の半分>にて、世界の現状をクイズ形式で交流しながら学びました。第二部は福

島成蹊高校 鈴木智美先生によります「世界中の子供が学校に通えるためには何が大切だと思うか」というディスカッ

ションを行い、最後に先生より「いろいろな人がいる地球では、あなたとは違う人を理解すること、相手をあるがま

まに受け入れること、そして何より、そういうことを知ることがとても大切です」とのまとめのお話がありました。

担当クラブとしては、当初の目的は恙なく実施されましたことを報告いたします。 

報告 11/24 ゴルフコンペ結果 優勝 松山敏博会員 準優勝 高橋勇雄会員 でした。おめでとうございます！ 

 

 


